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株式会社ニデック 知的財産部

石井 友也

株式会社ニデック 知財活動
～IPL活動を中心に～

公開用
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自己紹介
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石井 友也（いしい ともや）

株式会社ニデック

知的財産部 知的財産課 課長

知的財産教育協会認定 知的財産アナリスト(特許/コンテンツ)

【略歴】
●入社後、権利化業務（明細書内製）、クリアランス業務、無効審判、審決取消訴訟、異議
申立、渉外業務等に従事。 
●２０１７年より、ＩＰＬに代表される攻めの知財活動の立ち上げを経験。
現在、知財部門が経営を支援する経営参謀部門の１つとなることを目指し、ＩＰＬ活動・Ｃ
ＧＣ改訂対応等を含む攻めの知財活動と、従前の権利化・クリアランス等を含む守りの
知財活動との両立を推進している。
●2023年4月 知財功労賞において「特許庁長官表彰」を株式会社ニデックとして受賞。

【近年の外部活動】
●IPL推進協議会にてメンバーとして活動。仮想IPLを実践した分科会にも参加。
●2022特許情報フェア&コンファレンス、各種セミナー等に登壇。IPジャーナル執筆等。

【連絡先】 tomoya_ishii@nidek.co.jp
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会社概要

名称 株式会社ニデック （NIDEK CO., LTD.）

本社 〒443-0038 愛知県蒲郡市拾石町前浜 34番地14

代表者 代表取締役社長 小澤 素生

設立 1971年7月7日（創業日同年8月8日）

事業内容
1.眼科医療機器の製造・販売
2.眼鏡機器の製造・販売
3.光学部品へのコーティング
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3つの事業分野

1. 医療機器分野

2. 眼鏡機器分野

3. コーティング分野

Medical Field

Ophthalmology & Optometry Filed

Coating Filed
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医療機器分野



© 2023 NIDEK CO., LTD. 5

眼鏡機器分野
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コーティング分野

擦傷性試験 スチールウール♯0000 1.5kｇ荷重 1000往復

薄膜コーティング技術を通して新たな付加価値を創造します

真空蒸着技術 気相転写染色技術ハードコート技術

Acier 塗工なし Acier 塗工あり

特定波長の透過・反射をナノレベルの薄膜の組合せで実現し、多様化するお客様のニーズにお応えします。

コーティング分野
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知財経営戦略チーム
業務補完関係

流動的に業務実施
【存在目的・ミッション】
質の高い知財情報から
経営・事業に貢献する

知財調査チーム
【存在目的・ミッション】

知財クリアランスを適切に実施し、
事業の安定継続を図る

知財権利化チーム
【存在目的・ミッション】
「違い」につながる

知的財産を創出し、保護する

知財企画管理チーム
【存在目的・ミッション】
イノベーションのための

風土を醸成する

知的財産部 チーム体制

IPLを担当
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目的：『知的資産価値の最大化』

【技術優位性確保】

 将来重要技術の先読み出願
 製品戦略の立案に貢献
 製品実装技術の保護

【知財費用適正化】

 権利維持費用方針策定
 新規出願費用調整

【事業部門】
PDM

開発部門
営業部門等

経営に資する提案・情報提供

知財活動方針策定

知財循環システム

循環

【経営陣】

④ IPランドスケープ ⑤ 知財経営シート
（知財活動可視化）

① マーケティング情報

② 他社出願情報

③ 自社出願情報

情報のフィードバック

知財循環システム概念図



© 2023 NIDEK CO., LTD. 9

事業部門の状況・戦略に応じた
知財活動方針を策定し、

知財企画型を体現

知財経営シートは、
各部門における知財活動のあるべき姿から、
バックキャストで出願テーマや出願件数等の
知財戦略を検討し、可視化したものである

出願方針、出願件数、出願テーマを明確化
期初に事業部門(主に、開発部門)と共有し、擦り合わせ

事業における技術優位性の確保を確実に行う

知財経営シートイメージ

知財経営シート
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今までIPL活動を振りかえって
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IPL活動をスタートさせ、推進するために重要だったと感じたポイントは、

提供相手の立場から見て理解できる/提供相手にとって価値のある情報に知財情報
を翻訳（変換）できているかを意識

IPLを社内浸透させるためには、各企業の課題解決に貢献するIPLの情報提供に
なっているか(企業の実態にマッチしたIPL情報)

分析スキル、提案力、プレゼン力、コミュニケーション力等々はもちろんですが・・・

IPL推進協議会の参加企業様、種々の企業様の取り組みを参考にさせて
いただきながら、さらなる活用を進めていきたい。

＊スタートからIPLの活用を狙わなくとも、IPLは面白いからスタートしてもよいのかも。
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